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研究概要︓本研究では、アニメ画像からその撮影場所（聖地）を高精度で推定する新たなハイブリッドモデルを提案しています。従来
の地理推定は大まかな地域や都市単位の分類にとどまることが多いですが、本研究では分類と回帰の手法を組み合わせることで、より
詳細な位置情報を特定できるように工夫しています。訓練には、実際の写真にアニメスタイルを適用したスタイル変換画像を利用し、多
角的なアプローチで学習を行うことで、誤差の少ない位置推定を可能にしました。これにより、アニメの舞台となった場所を正確に特定し、
観光や文化振興に寄与できる技術の基盤を築いています。 

研究背景︓近年、アニメの海外人気とともに、アニメに登場する聖地巡礼が大きな社会現象となっています。これに伴い、地域経済へ
の貢献や地域振興の切り札としての役割も期待されています。一方、従来の地理推定技術は主に写真から大まかな地域や都市レベ
ルを推定できるものの、具体的な場所の特定には限界があります。特に、アニメのシーンから詳細な場所を特定するには、従来手法の
精度向上が不可欠です。こうした課題を解決するために、本研究では分類と回帰を融合したハイブリッドモデルの必要性と、その可能性
を模索しています。

研究成果︓本研究の重要な成果は、従来よりも正確にアニメの聖地を推定できるハイブリッドモデルの構築とその有効性の確認です。
特に、スタイル変換を施した画像をトレーニングデータとして活用することで、多様なスタイルや環境条件に対応し、誤差を大きく削減しま
した。実験結果では、位置推定の誤差が従来手法よりも大幅に減少し、特に制約の少ない正確な場所の特定を実現しています。これ
により、アニメに登場する場所の詳細特定や、ファンによる訪問支援、さらには地域振興や観光促進へ向けた新たなアプローチの可能性
が示されました。 

社会への影響︓本研究は、アニメファンや観光業界、地域振興に大きな貢献が期待されます。具体的には、アニメの舞台となる場所
を高精度で特定できるため、ファンが気軽に聖地巡礼を楽しめる環境を創出します。また、少ない情報でも場所を特定できるため、情
報不足や事前知識の少ない観光客の誘導に役立ちます。さらに、これにより地域の観光資源としてのアニメ聖地の価値が向上し、経
済効果や地域振興、文化継承に寄与します。加えて、観光客の安心・安全な巡礼を促進し、地域の持続可能な発展や多文化交
流の促進にもつながると期待されます。 

専門用語︓ 
 ハイブリッドモデル︓複数の手法（分類と回帰）を組み合わせて、より高精度な位置推定を実現する手法。
 スタイル変換（Style Transfer）︓実写画像をアニメ風に変換する人工知能技術で、データ拡張や特徴抽出に利用される。
 SMOTE（Synthetic Minority Over-sampling Technique）︓不均衡なデータセットに対して少数クラスのデータを増やす手法

で、分類の学習精度向上に利用される。
 位置推定（Geolocalization）︓画像や映像から撮影場所の緯度経度を特定する技術や作業。
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図︓類似写真投稿領域と各領域のサイズと写真投稿件数（埼玉県） 

 
 
 

表︓各種法の予測精度 

 
 


